
































































調査日は，山形市方言は 2010 年 3 月 20 日，米沢































































































































































































































































































































































































































































































































（ 7 1 ） 　 ロ ク ジ ニ 　 ツ イ ダ 。 　 シ｛ タラ／ タケ
（バ）｝，モー　カイ　オワッテタンダッケー。
（６時に着いた。そうしたら，もう会は終わってい
た。）〈山：ホシタラ〉〔事実的〕
６．各形式の用法
両方言の条件表現形式の用法を標準語に比べつつま
とめると次のようになる。
（1） タラ：両方言で広く用いられる。用法が広く，
標準語ではバが用いられる用法のほぼ全体をカ
バーする。また，形式名詞／準体助詞相当の形
式ンがついたンダラの形はが，標準語の「な
ら」相当の形式として用いられることがある。
（2） ト：両方言で多用される。特にテワ類の仮定条
件・非従属節における助動詞的用法・接続詞的
用法において用法が広い。
（3） バ：従属節用法の仮説的用法や反事実的条件な
ど一部の例文でバが用いられるが，あまり用い
られない。
（4） テワ：山形市方言では仮定条件と反復に用いら
れる。米沢市方言では反復と接続詞的用法に用
いられる。
（5） トキ：仮説的用法のうち前件と後件の時間的前
後関係を表す場合を中心に用いられる。
（6） タッケ：米沢市方言では過去の事態について述
べる事実的用法に用いられる。山形市方言では
用いられない。
（7） コンタラ類：
両方言において，「こと」で受けた事態の成立
を仮説的に示し，「～ということが（実際に）
あるのなら」というような意味を表す。した
がって，従属節のテンスを分化させずに事態を
話し手の認識として前件で述べる場合に用いら
れ，後件に未実現の出来事がくる例文が典型的
である。仮定された前件に対して後件に望まし
くない事態が述べられる仮定条件において，米
沢市方言ではコンタラ類が用いられるが，山形
市方言では用いられず，テワが用いられる。こ
の点で，米沢市方言のコンタラ類は山形市方言
よりやや用法が広い。
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以上，伝統的な米沢市方言と山形市方言における条
件表現について，用いられる形式の特徴と用法を具体
的な例文を示しつつ述べた。その結果，次のようなこ
とが明らかになった。
米沢市方言と山形市方言は，６でみたように，使用
される形式と用法の両面で類似するが，テワ，タッケ，
コンタラ類において違いがみられる。特に，タッケは，
山形市方言以外の東北地方のほとんどの地域（米沢市
を含む）で用いられる条件表現形式である。山形市方
言はテンス形式として文末のケを用いる点で他の東北
方言と異なっており，条件表現でのタッケの不使用と
対応しており，他の東北方言と異なる独自の文法体系
を有すると考えられる。
さらに，両方言はナラが用いられない点で標準語と
異なるが，米沢市方言と山形市方言においてはコン
タラ類とンダラの形が標準語の「なら」の用法をカ
バーしていると考えられる。どちらもタラを含む過去
の形である点で興味深い。なお，「なら」相当の表現
は，方言においてはナラ以外の形式が用いられるが，
それらの形式の用法の広狭には違いがあることが三井
（2009）によって指摘されている。
山形市方言ではコンパが中年層・若年層に用いられ
るが，中年層・若年層はこれをコンタラ類に由来する
形であると認識していない場合がある。用法において
も高年層と異なっている。形式の変化と用法の変化に
ついて，今後の課題としたい。
註
１）国語研究所（1966-1974）『日本言語地図』・同
（1989-2006）『方言文法全国地図』の米沢市の
地点では男性のことばが報告されており，話者Ｈ
にそれらの語形を示して尋ねたところ，特に敬語
に関わる項目で「それらは商売をする男性のこと
ばで武家筋の人は使わない」と回答した。
２）山形市方言は，条件表現にタッケを使用しない。
ただし，文末ではケ／タッケが用いられる場合が
ある。
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